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    小中一貫教育推進だより  

つながる平成23年８月18日  №４  

                          十日町市教育委員会学校教育課 

 

                   

      「できることから」から「大切なことから」への転換を 

 

                            小中一貫教育推進係 

                                                       嘱託指導主事 平野久美 

  

 豪雪、地震そして水害と、続けざまの災害に心を痛めています。被災地の皆さまには

心よりお見舞い申し上げます。 

  さて、この大雨の最中に、私は広島県呉市で行われた「小中一貫教育全国サミット ｉ

ｎ 呉」に参加していました。昨年の 11 月、「義務教育９年間を見通した小中一貫

教育」という演題で講演いただいた警固屋（けごや）学園の二宮肇美先生がおられる、

あの呉市です。警固屋学園は一体型ですが、呉市では、全 28 中学校区のほとんどが連携

型で小中一貫教育を推進しています。 

 小林和年呉市長が挨拶で次のように述べていました。「私は、小中一貫教育とは、次

代を担う子どもたちが健やかに育つことができるよう、切れ目なく支援していくための

仕組づくりであると考えます。そして、その仕組の中で、大人たちがしっかりと教え導

き、子どもたちの志を叶えることができるよう、その道筋を示すものと捉えています。

小中一貫教育の取組を始めてはや 10 年。子どもたちはよく挨拶をするようになりまし

た。くつ箱のくつが揃うようになりました。大きな声で返事をするようになりました。

学校の中からゴミが消えました。返事、挨拶、くつ揃え、掃除、これらの徹底は人とし

て当たり前のことです。しかし、この当たり前のことが当たり前にできるようになった

呉の子どもたちの変容に私たちは何かしら明るい未来を感じるのです。」と。 

 「子どもシンポジウム」で小学３年生から高校生までの５人の子どもたちの堂々とし

た話しぶりに、期待をもって 10 年後の十日町市の子どもの姿を重ね合わせました。 

 私にとって、学ぶ事がたくさんあったこのサミットですが、一番心に残ったことは「で

きることからではなく、大切なことから始めることが重要です。」という、取組発表時

の宇都宮市教育委員会の方の言葉です。「やれるところから、できることから進めてい

けば良い。」と考えていた私は、大きく喝を入れられた思いがしました。 

 課題解決のために、どうすることが大事か、1 番、2 番等の順番を決める。その上で状

況に即してやれる番数までやるのならいいけれど、「できることから」という取組には、

ややもすると、どうすることが大事かの検討が不十分のまま、手軽に良さそうなことか

ら始めてしまうという危険性があることに気付かされたのです。こうやっている限り、

課題に正対した取組とならず、成果も上がりにくいでしょう。また、あれもこれもとな

れば、多忙感さえ増すことにつながりかねません。 

 「どうすることが大事か」をみんなで力を合わせじっくりと検討し、「一番大切なこ

と」を明確にすることの重要性を、今改めて思います。熱い夏、収穫のあった研修会で

した。 
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                 モデル中学校区９月の活動予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時  ＜内容＞   会   場     見  ど  こ  ろ  

 

 

 

 

 

 

○３日（土） 

 ＜体育祭＞ 

  8：45～11：45 

（競技開始９：50～） 

 

 下条中学校 

 グラウンド 

 

 

 

・小学６年生が、中学校の体育祭に参

加します。入場行進・開会式・午前

の競技の一部に参加します。 

 （ｵﾚﾝｼﾞ・ﾊﾘｹｰﾝ、満ﾀﾝﾘﾚｰ、綱引き） 

 

○３日（土） 

 ＜体育祭＞ 

  8:45~15:15 

 

 松代中学校 

   グラウンド 

 

 

 ・小中の児童会、生徒会が企画した「

小学生種目」に３小学校の児童が中

学生と一緒に競技します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３日（土） 

  ＜体育祭＞ 

 13:20～13:40 

 

 中里中学校 

  グラウンド 

 

 

・中学校の体育祭に小学生が自由参を

します。種目はバケツリレーです。 

 

○10日（土） 

  ＜体育祭＞ 

 地域種目は11:00頃～ 

 

 

 川西中学校

  

  グラウンド 

 

 

 

・中学校の体育祭に小学6年生が自由参

 加をします。種目は「玉入れ」です

。６年生には是非参加をしてもらえる

よう案内を出します。 

 

○14日（水） 

＜ジャンボ若葉班活動＞ 

 13:30～15:00 

各会場で班ごとに開始し

ます。 

 

 

 下条小学校 

 下条中学校 

 下条公民館 

 

 

 

 

・本年度2回目の小中一貫の縦割り班活

動です。１学期の実践を踏まえ、さ

らに小中学生がかかわり合いを深め

られる内容としました。調理・実験工作

・ゲーム等、児童生徒が主体的に活動に

取り組みます。 

 

○17日（土） 

  ＜合同陸上練習＞ 

 11:00～12:00 

 

     

 

 川西中学校

  

   グラウンド 

 

 

 

・「川西マラソン大会」後に、中学校

で合同陸上練習を行います。 

・千手小・上野小・橘小の高学年児童

が中学校陸上部の生徒から指導を受

けます。  

 

 

 

 

 

 

 

○20日（火） 

  ＜合同授業＞ 

 ３限10:50～11:40 

 ４限11:50～12:40 

  ＜中学校体験＞ 

 ５限13:40～14:30 

 部活動体験 

      14:40～15:10 

 

 

  中里中学校

  

   各教室 

  体育館 

   グラウンド 

 

 

 

 

 

・午前中は中里中学校区の小学６年生

が中学校に集い、合同授業を受けま

す 。小学校の内容で中学校の教員も

指導します。 

・午後は小学６年生と中学１年生でい

くつかのクラスを編成し、中学校の

授業を受けます。 

・授業後、中学生と一緒に部活動を体験 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


